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登
山
に
最
適
な
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
伊
吹
山
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
登
ら

れ
ま
す
。
山
ガ
ー
ル
と
よ
ば
れ
る
女
性
の

グ
ル
ー
プ
、
伊
吹
山
が
好
き
だ
か
ら
何
度

も
こ
ら
れ
る
方
、
健
康
志
向
の
方
、
か
っ

と
び
伊
吹
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
れ
て
い

る
方
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
山
の
力

に
あ
や
か
ろ
う
と
す
る
方
、
そ
の
目
的
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
し
て
、
春
か
ら
秋
に

か
け
て
咲
き
誇
る
花
を
求
め
る
人
々
。
シ

ダ
植
物
以
上
の
高
等
植
物
が
、
県
全
体
で

み
ら
れ
る
約
二
三
〇
〇
種
類
の
う
ち
の
約

一
三
〇
〇
種
類
が
あ
り
ま
す
。
標
高
一
三

七
七
メ
ー
ト
ル
で
、
低
山
に
分
類
さ
れ
る

伊
吹
山
に
、
全
国
の
山
で
も
ま
れ
な
お
花

畑
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
、
一
億
五
千
万
年
前
に
こ
の

地
に
隆
起
し
た
と
さ
れ
る
「
古
い
成
り
立

ち
」
と
、
日
本
列
島
の
真
ん
中
、
自
然
と

文
化
の
接
点
に
そ
び
え
る
「
位
置
」
に
、

大
き
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

■
高
山
ま
た
は
亜
高
山
性
植
物
の
存
在

（
分
布
の
西
南
限
の
種
類
）

伊
吹
山
の
三
合
目
（
標
高
七
二
〇
ｍ
）

よ
り
上
で
は
、
本
来
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
の
山
で
し
か
見
ら
れ
な
い
高
山
ま
た

は
亜
高
山
性
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
北
方
系
要
素
と
よ
ば
れ
る
植
物
で
、

氷
河
期
に
、
そ
の
発
生
地
で
あ
る
北
極
や

そ
の
周
辺
か
ら
ア
ム
ー
ル
・
カ
ラ
フ
ト
を

経
て
日
本
へ
、
ま
た
は
ア
ラ
ス
カ
・
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
か
ら
千
島
を
経
て
日
本
へ
入
り
、

北
海
道
か
ら
本
州
へ
、
そ
し
て
奥
羽
山

脈
・
中
部
山
岳
地
帯
を
通
っ
て
滋
賀
県
へ

も
南
下
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

多
く
は
石
川
県
の
白
山
が
南
限
と
な
り
、

高
山
を
持
た
な
い
滋
賀
県
に
は
わ
ず
か
し

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伊
吹
山
地
ま
で
分
布

を
広
げ
、
伊
吹
山
が
西
南
限
と
な
っ
て
い

る
植
物
が
あ
り
ま
す
。
特
に
貴
重
な
植
物

に
は
グ
ン
ナ
イ
フ
ウ
ロ
・
イ
ブ
キ
ソ
モ
ソ

モ
・
エ
ゾ
フ
ウ
ロ
・
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
・

エ
ゾ
ノ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
・
キ
ン
バ
イ
ソ

ウ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

も
分
布
の
南
限
に
近
い
種
で
す
。

■
固
有
種
〈
特
産
種
〉
の
存
在

伊
吹
山
は
古
い
山
の
た
め
に
、
こ
の
山

で
独
自
に
進
化
し
、
日
本
中
で
、
こ
こ
で

し
か
見
ら
れ
な
い
固
有
種
（
特
産
種
）
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
石
灰
岩
地
と
い
う

特
殊
性
と
、
中
腹
以
上
の
や
や
高
山
的
な

気
象
条
件
か
ら
、
残
存
し
た
り
、
新
種
形

成
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
イ
ブ
キ
ア
ザ
ミ
・
ミ
ヤ
マ
コ
ア
ザ
ミ
・

ル
リ
ト
ラ
ノ
オ
・
イ
ブ
キ
コ
ゴ
メ
グ
サ
・

イ
ブ
キ
レ
イ
ジ
ン
ソ
ウ
・
コ
バ
ノ
ミ
ミ
ナ

グ
サ
・
イ
ブ
キ
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

■
日
本
海
要
素
の
植
物
の
存
在

世
界
一
の
積
雪
記
録
を
も
つ
伊
吹
山
に

は
、
日
本
海
側
斜
面
で
発
生
、
ま
た
は
そ

こ
を
根
拠
地
と
し
た
雪
の
多
い
地
域
に
分

布
す
る
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
セ
リ
モ
ド

キ
・
イ
ワ
ナ
シ
・
ク
ロ
バ
ナ
ヒ
キ
オ
コ

シ
・
ハ
イ
イ
ヌ
ガ
ヤ
な
ど
が
そ
う
で
す
。

■
石
灰
岩
地
を
好
ん
で
生
え
る

植
物
の
存
在

典
型
的
な
石
灰
岩
地
帯
の
た
め
、
水
持

ち
の
悪
い
石
灰
岩
地
を
好
む
植
物
が
多
数

見
ら
れ
ま
す
。
イ
チ
ョ
ウ
シ
ダ
・
ヒ
メ
フ

ウ
ロ
・
イ
ワ
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
・
イ
ブ
キ

コ
ゴ
メ
グ
サ
・
キ
バ
ナ
ハ
タ
ザ
オ
・
ク
サ

ボ
タ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
北
方
系
と
は
逆
に
、
西
南

日
本
の
中
央
構
造
線
以
南
の
地
域
に
分
布

の
本
拠
を
お
く
植
物
や
、
日
本
列
島
が
大

陸
と
地
続
き
で
あ
っ
た
地
質
時
代
の
乾

燥
・
寒
冷
期
に
、
日
本
へ
分
布
を
拡
大
し

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
、
中
国
の
東
北
部

（
旧
満
州
）
や
朝
鮮
に
本
拠
を
も
つ
温
帯
性

の
植
物
も
見
ら
れ
ま
す
。
昔
か
ら
、
各
地

の
植
物
が
伊
吹
山
を
通
過
し
、
山
に
と
ど

ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（
歴
史
・
文
化
財
保
護
室
）

伊
吹
山
の
お
花
畑

―
国
天
然
記
念
物
・
伊
吹
山
頂
草
原
植
物
群
落
―

米
原
市
の
歴
史
・
文
化
財
を
歩
く
75

花
を
求
め
て
山
頂
へ

植
物
分
布
の
特
色




